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＜連絡事項＞

・今週から小柳Ｄｒの診察が開始となります。毎週水曜日15：00～実施予定です。
北病棟対象患者様4名：会津慮子様・中野渡鉄男様・十日市利喜様・高橋康満様

・インフルエンザ予防接種について日時が決定しました。患者様のご家族へ確認を早急に行って下さい。
　【職員】

日時：R3.10/26(火)、27(水)

場所：4Fユーティリティー

時間：14：00～15：30

問診：田中Dr.

【患者様】

日時：R3.11.1(月)～　

場所：各病棟（診察日に実施）

＜患者様連絡事項＞
・小田　タネ様～臨時薬同内容で6日分処方。以後定期となっています。主治医から施設入所（悠湯の里）の方向で退院をご家族へ相談していくよう指示があります。
・金　留示子様～ピコスルファートナトリウム1本処方となっています。
・澤田　裕也様～本日デイケア体験利用の為、外出しています。プログラムには意欲的に取り組むことが出来ていた様子です。次回の体験利用について確認があり、主治医・担当スタッフと話し合い後に青陽館へ連絡予定です。
・伊藤　雄一様・吉田　和真様～わくわくの杜　是川氏来院し面談実施しています。。
次回10/21（木）14：00～計画案持参し本人へ説明予定。
・吉田　和真様～10月に入ってから業者洗濯を利用しておらず、衣類の洗濯も行えていない状況。本人へ説明し自己洗濯へ変更しています。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～奇異行動や独語はありませんが、呂律不良・動作緩慢は持続しています。日課の取り組みは自立して行えており、介入を要する程ではありません。
・高橋　義明様～プログラムには声掛けで遅れずに参加出来ており、独語も目立ちません。入浴は声掛けにも実施出来ず更衣のみ行っています。介入への強い拒否や易怒性はみられません。
・出河　攻様～昨日の準夜帯に滅裂な言動見られていますが、夜間は良眠。
　　　　　　　今朝起床後からは歩行の不安定さや滅裂言動なく、プログラムにも参加する事が出来ています。血圧は昼に163/87mmHgと高値となる状態ですが不調の訴えはありません。引き続き身体状態と、夜間睡眠状況・精神症状の観察を行い適宜介入していきます。
・成田　早希様～午後より頭痛・胃部不快感の訴えが聞かれています。頓服使用せず、入浴などの動作も行えています。本人からも月経前の症状の可能性があると振り返っており、様子を見ていくと話しがあります。身体面と、精神面の観察をしていきましょう。

＜金Dr診察・情報＞
・井上　和美様～アリピプラゾールが増薬となった経緯の確認があり、夜間の睡眠が不安定となっていた事を説明している。本人からは「安定剤を飲むと神経が衰弱する」と訴えあり。身体への影響を考えると、睡眠導入剤の方が影響は大きい事を説明し、次回定期よりフルニトラゼパム（1）1錠中止し、デエビゴ（5）1錠が就床前薬に追加となる。本人より小型テレビを購入して持参して良いか確認あり。「ホールのテレビは占領されてしまってニュースが見れない」と訴え、小型テレビの持ち込み許可となる。夜間は預けるよう説明あり。
・坂本　福子様～日中の眠気を訴えているが気分は安定していると話す。現在の調子を維持するよう説明があり、臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・小笠原　文人様～日中の眠気があると話しているが、日課には問題なく取り組めている事から処方変更なし。

・吉田　和真様～GHの入居について本日面談があると報告されている。回転性の眩暈が持続していると訴えあり、ベタヒスチンメシル3錠→6錠へ増薬となる。
・角濱　義弘様～午前中に30分離床する事も辛いと訴えあり。主治医から免許の更新は難しい事を説明するが、「診断書を出すと半年は待ってもらえるみたいです。入院が長引いた時には3年までは大丈夫だそうです」と報告。現在の状態では、半年後の回復は可能性として低い事を伝えている。症状軽減の為に電気痙攣療法の説明を行っているが、本人は「日赤で入院していた時に効果が無いって周りの人が言っていたから嫌です」と拒否。臨時薬は同内容で処方となる。

＜小柳Ｄｒ診察情報＞
・十日市　利喜様～生活状況の報告を行っている。処方変更なし。
・中野渡　鉄男様～生活状況報告しているが困っている事はないと話す。処方変更なし。
・高橋　康満様～体力低下に困っていると話しているが、運動するよう説明あり。
・会津　慮子様～肩こりがあると訴えるが他変わりなし。処方変更なし。
＜深澤Ｄｒケース情報＞
・小田　タネ様～今の環境については「遠くて、ついていけない」と訴える。耳鳴りを訴えるが、特に指示はなし。本人施設への入所を希望しているため、悠湯の里などの施設を検討していくよう指示あり。
・小林　司様～やや過干渉ではあるものの気分の変動や不安感、焦燥感などの精神症状は目立たない。その他今後の療養環境についての不安あるものの対応可能な程度である。食思や睡眠は良好である。
・五日市　規様～その後は被害妄想や幻聴などの精神病症状に左右された言動は認めず、衝動行為や壁を叩く行為などもなく概ね落ち着いて過ごすことが出来ている。
